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発行 滋賀県高速道路交通安全協議会・滋賀県高速道路交通警察隊

期 間：７ 月 １５ 日（ 土 ）か ら ２ ４ 日 （ 月 ）ま で の １ ０ 日 間

子 ど も を 始 め と す る 歩 行 者 の 安 全 の 確 保子 ど も を 始 め と す る 歩 行 者 の 安 全 の 確 保

令和4年中の県内における歩行者の交通事故死者数は１３

人で、その内子供(中学生以下) ０人、高齢者（６５歳以上）

１０人となっています。子供や高齢者を見かけたときは、

徐行、一時停止するなど思いやりと譲り合いの気持ちを持

って運転しましょう。

自 転 車 の ヘ ル メ ッ ト 着 用 と 交 通 ル ー ル 遵 守 の 徹 底自 転 車 の ヘ ル メ ッ ト 着 用 と 交 通 ル ー ル 遵 守 の 徹 底

令和５年４月１日から道路交通法が一部改正され、すべての

自転車利用者にヘルメットの着用が努力義務となりました。自

転車乗車中の交通事故による重傷化率の高さを理解し、すべ

ての自転車利用者はヘルメットを着用しましょう。

飲 酒 運 転 ・ 妨 害 運 転 等 の 危 険 運 転 の 根 絶飲 酒 運 転 ・ 妨 害 運 転 等 の 危 険 運 転 の 根 絶

令和４年中の飲酒運転による事故の発生状況は、発生件数

４２件、死者３人、負傷者５８人でした。飲酒運転や妨害運

転、ながら運転（運転中の携帯電話の使用）は重大な交通事

故につながるや悪質、危険な運転であることをすべての県民

が認識し、危険運転の根絶を目指しましょう。

横 断 歩 道 利 用 者 フ ァ ー ス ト 運 動 の 推 進横 断 歩 道 利 用 者 フ ァ ー ス ト 運 動 の 推 進
令和 4年中の調査（JAF）によると、信号機のない横断歩

道での歩行者横断時における車の一時停止率は、全国平均

39.8％に対して滋賀県は33.3％という結果でした。歩行者

や自転車が横断しようとしているときは、必ず横断歩道の

手前で一時停止しましょう。
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日本は世界有数の地震国です。近年各地で地震

が多発し、高速道路を走行中に大地震が発生す

る可能性もあります。地震発生時の適切な対応

や日ごろからの備えは、自分の身を守るととも

に地震による二次災害を防ぐことにもなります。

基本的なマナーと対策を今一度考え直してみま

しょう。

① 急ハンドル、急ブレーキをかけないで、ゆっくりと減速

し、あわてずに道路の左側路肩に停車しエンジンを止め

ましょう。

② 長大のり面の下、トンネル出入り口付近では、崩落の危

険があるので極力その場所を避けて停車してください。

③ エンジンを止め、ハザードランプをつけガードレール

の外などに避難しましょう。

④ 車両火災が発生したら、お互いに協力して消火するこ

とで渋滞車両への延焼を食い止めましょう。

⑤ ラジオ等で地震・交通情報を聞くなどし、周囲の状況を

確認しながら行動する。やむを得ず、道路上に車を放置し

て避難するときは、ドアロックせず、エンジンキーはつけ

たままにしましょう。

⑥ いざという時のために車には「水、食料、懐中電灯、

携帯ラジオ、毛布」等の非常用品を備えておきましょう。

⑦ 高速道路は、震度５強以上で通行止めとなります。

また、警戒宣言が出されると、高速道路は緊急輸送路とな

り流入は制限されます。


